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号 

 
喜 

多 

埜 
 

～ 

明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

～ 

 

謹
み
て
新
年
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

よ
う
や
く
長
き
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
規
制
の
無 

い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
「
梅
花
の
香
り
は 

苦
寒
よ
り
来
た
る
」
の
古
訓
に
あ
る
が
如
く
、
四
年 

間
の
皆
様
の
辛
抱
は
、
必
ず
や
佳
き
春
に
繋
が
る
事 

と
冀
望
致
し
、
本
年
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
六
年 

甲
辰 

正
月 
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禰
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白
江 

秀
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お
知
ら
せ 

・
御
朱
印
は
一
月
二
十
日(

土)

か
ら
、
茶
屋
町
の 

御
旅
社
で
再
開
予
定
。
詳
細
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
。 

 

・
二
月
に
、
茶
屋
町
の
御
旅
社
で
新
し
い
御
守 

を
授
与
開
始
の
予
定
で
す
。
詳
細
は
一
月
十
五 

日
頃
、
ご
案
内
の
予
定
で
す
。 

  

 

令
和
六
年 

甲
辰 

(

二
〇
二
四)

の
厄
年 

本
年
の
厄
年
は
左
表
の
通
り
で
す
。 

         

該
当
さ
れ
る
方
は
、
今
年
一
年
何
事
に
も
お
慎
み

の
心
で
、
見
事
「
役
」
を
御
果
た
し
下
さ
い
。 

 

と
ん
ど
祭
の
ご
案
内 

本
年
も
例
年
通
り
大
阪
市
北
区
神
山
町
の
御
本
社

に
て
、
昨
年
一
年
間
お
見
守
り
頂
い
た
御
札
や
御
守
、

そ
し
て
新
春
の
お
飾
り
を
焼
納
し
、
一
年
間
の
無
病

息
災
を
祈
念
す
る
「
と
ん
ど
祭
」
を
斎
行
致
し
ま
す
。 

こ
の
と
ん
ど
祭
は
神
事
で
あ
り
ま
す
の
で
、
お
焚

き
上
げ
致
し
ま
す
の
は
、
お
正
月
飾
り
の
し
め
縄
、
御

神
札
、
御
守
の
み
で
す
。 

縁
起
物
で
あ
っ
て
も
、
石
油
系
製
品(

特
に
鏡
餅
状

の
パ
ッ
ク)

、
陶
器
類
な
ど
の
燃
え
な
い
も
の
、
書
物

は
燃
や
せ
ま
せ
ん
。
ご
自
宅
で
廃
棄
処
分
下
さ
い
。 

ま
た
、
ダ
イ
ダ
イ(

ミ
カ
ン)

、
お
モ
チ
、
串
柿
な
ど

は
お
正
月
の
縁
起
物
で
す
の
で
、
こ
れ
ら
は
ご
家
庭

で
お
召
し
上
が
り
下
さ
い
。(

ダ
イ
ダ
イ
は
ゆ
ず
湯
の
よ
う

に
お
風
呂
に
入
れ
て
頂
い
て
も
大
丈
夫
で
す) 

ダ
イ
ダ
イ
な
ど
も
お
持
ち
寄
り
の
方
は
、
必
ず 

し
め
縄
か
ら
外
し
た
状
態
で
お
持
ち
下
さ
い
。
お
手

伝
い
頂
い
て
い
る
方
々
が
い
つ
も
取
り
外
し
に
苦
労

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

伝
統
あ
る
と
ん
ど
祭
が
こ
れ
か
ら
も
維
持
出
来
る

よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

・
一
月
十
五
日 
御
本
社
境
内
に
て 

・
午
前
八
時
よ
り
午
前
十
時
頃
ま
で
御
火
焚
行
事 

 
 

※ 

神
山
町
の
御
本
社
で
の
受
付
は 

十
五
日
午
前
十
時
ま
で
。 

※ 

茶
屋
町
の
御
旅
社
で
の
受
付
は 

十
五
日
午
前
八
時
ま
で
。 

茶
屋
町
の
御
旅
社
で
は
、
お
焚
き
上
げ
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、

し
め
縄
や
古
い
御
守
な
ど
は
ト
ラ
ッ
ク
で
ま
と
め
て
御
本
社
に
運
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
為
、
受
付
時
間
以
降
に
お
持
ち
寄
り
に
な
ら
れ
ま
す

と
大
変
困
り
ま
す
の
で
、
八
時
以
降
は
御
本
社
に
直
接
お
持
ち
寄
り
下

さ
い 

 

？
な
ぜ
一
月
十
五
日
に
お
焚
き
上
げ
す
る
の
か
？ 

元
日
に
家
々
に
お
越
し
に
な
ら
れ
た
年
神
さ
ま
は
、
十
五
日
の
午
前 

中
の
上
り
調
子
の
時
に
と
ん
ど
の
火
に
乗
っ
て
お
帰
り
に
な
ら
れ 

る
と
い
い
ま
す
。
そ
の
為
、
古
い
し
め
縄
な
ど
は
午
前
中
に
お
焚
き 

あ
げ
す
る
の
が
慣
わ
し
な
の
で
す
。 

 

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 
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編
著 

綱
敷
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神
社 

禰ね

宜ぎ

（
神
主) 

 
 

 
 

 
 

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

毎
月
一
日
発
行(

一
月
の
み
元
日
に
特
別
号
、
十
五
日
に
一
月
号
を
発
行) 


